




































































































示されている。第 2 段階ではそれと逆の操作を求め、Figure 2 のようにタイルで音節数だけを




































































するために、復刊発行された創刊号（1951 年）から 30 年間の内容を確認し、小学校国語科に
































































（須田 , 1964, pp.103-104）
　このように音節法では、文や単語の意味から、文字の指導へと進むことが想定されていた。
先ほどの須田（1967）の定式においても、「準備の段階」が設けられていて、「文ならびに単語
















































































委員会が 1913 年に廃止された後も、臨時国語調査会（1921 年設置）、国語審議会（1934 年設置）
で引き継がれ、戦後に国語改革の見直しがはじまり 1966 年に国語審議会で否定されるまでずっ





























雑誌『教育』の議論（野沢 , 1963; 須田 , 1967 など）をたどっていった。すると、当時の教科研
の議論では、新たに音節法が「系統的」な文字教育として提案されていて、その後、それは心

































1  長岡（2016）は、「清音、つまりみじかい直音 44 字と「ん」を土台にして、それとの比較のうえで、
つぎつぎに濁音・促音・長音・拗音・拗長音という、つくりの複雑な音節、表記のし方の複雑な音節













3 「音節法」（須田 , 1964, 1966）は、「音声法」（須田 , 1967）とも呼ばれた。
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